
いしかわエンゼルプラン２０１５策定後の国の動向など

少子化社会対策大綱（第３次）

・従来の少子化対策の枠組みを越えて、新たに結婚の支援を追加
・子育て支援策の一層の充実、若い年齢での結婚・出産の希望の実現、多子世帯への一層の配慮、男女の働き方改革、
地域の実情に即した取組強化の5つの重点課題を設定

2015.3

閣議決定

（H27）

2016.6

閣議決定

（H28） ニッポン一億総活躍プラン

新しい経済政策パッケージ

・「人づくり革命」と「生産性革命」を車の両輪とし、このうち「人づくり革命」については、

幼児教育の無償化、待機児童の解消、高等教育の無償化などの政策を盛り込み、社会保障制度を全世代型へと改革

・施策の安定財源として、2019（平成31）年10月に予定されている消費税率10％への引上げによる財源を活用

2017.12

閣議決定

（H29）

子ども・子育て支援新制度本格施行2015.4

・「希望出生率1.8」の実現に向け、若者の雇用安定・待遇改善、多様な保育サービスの充実、働き方改革の推進、
希望する教育を受けることを阻む制約の克服等の対応策を掲げる。
・2016年度から2025（平成37）年度の10年間のロードマップ

働き方改革実行計画

子育て安心プラン

2017.3

2017.6

（R2） 少子化社会対策大綱（第４次）

・今年度中に策定予定
・現在、大綱策定のための検討会を開催
→年内に検討会提言とりまとめ予定

2020.3

（予定）
＜方向性について＞

働き方改革、男性の育児・家事参画、結婚、ライフデザイン、
子育て支援等のテーマを中心に議論が進められている

資料６


